
丸紅洋上風力開発株式会社は、秋田港・能代港における洋上風力発電所の安定的な運営・管理を継続する一方、本社・現場の双方で
「安全最優先」を徹底しています。また、全社で展開するこれらのHSE活動の内容や、そこから得られた知見を広く共有することを目的
として、定期的に本ニュースレターを発行しています。
親会社である丸紅が出資する「山形県遊佐町沖洋上風力発電事業」においては、当社が開発実務の中核を担い、プロジェクトを力強く

推進しています。秋田・能代で培った経験を活かし、この新たな舞台においても事業計画の初期段階からHSE活動を組み込み、安全な事
業推進の礎を築いています。
第５号となる本号では、2025年度の秋冬に現場および本社で実施したHSE活動についてご紹介いたします。

第二管区海上保安本部、秋田海上保安部、仙台航空基地との合同訓練
秋田港洋上風力発電所の洋上風車において、第二管区海上保安本部、秋田海上保安部、仙台航空基地、秋田洋上風力発電（株）、

丸紅洋上風力開発（株）の合同で、洋上風車からの人命救助を想定した訓練を実施しました。洋上風力発電所の安全確保における重
要課題は、要救助者発生等、緊急事態に荒天でアクセス船（CTV）が風車にアクセスできなくなることです。本訓練ではこの課題解
決に向け、2つの重要なプロセスを確認しました。
当訓練では、CTVが接舷できなくとも、海上保安庁の機動救難士が巡視船から風車に到達し、梯子を登ってアクセスできることを

実証しました。風車上のクレーンで要救助者を乗せた担架を安全に海面まで降ろし、機動救難士が巡視船まで搬送する一連の連携手
順を確認しました。
今回の訓練は、これまで困難とされてきた状況下での救助体制構築に向けた、大きな技術的進展となりました。今後も訓練を重ね、

サイトの安全管理に万全を期してまいります。

2025年 秋冬の活動
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東京消防庁による『救命講習受講優良証』の交付（本社）

当社は11月14日、東京消防庁より「救命講習優良事
業所」として認定され、「救命講習受講優良証」の交付
を受けました。本制度は、事業所内に応急手当普及員等
の資格保有者が在籍し、従業員の30％以上が普通救命
講習等を修了している事業所・団体に対して、交付され
るものです。当社では継続的に救命講習の受講を推進し
ており、全従業員の30%以上が修了し、このたびの認
定・優良証交付につながりました。また同日、当社が入
居する丸紅ビルも、日頃の防災活動が評価され、「東京
消防庁 防災部長感謝状（人命安全対策等推進功労
賞）」を受賞しました。当社も、避難訓練やAED講習会
など、丸紅ビルにおける防災活動に積極的に参加してい
ます。
今後も当社は、救命講習の受講促進や防災訓練を継続

し、より安全で、安心して働ける職場環境づくりに努め
てまいります。
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1. CTVが風車にアクセスできない状況を想定
して、巡視艇「すぎかぜ」が風車にアプロー
チ。2. 風車へ到達した機動救難士が風車の梯
子を上がってくる。3. 風車の作業デッキで要
救助者役（訓練用ダミー）を担架に固定し、
風車に設置されたクレーンを使って、海面付
近まで吊り下ろす。4. 海面上の機動救難士が
ガイドロープで担架の振れを制御する。5. 海
面まで降ろされた担架を、機動救難士2名が巡
視艇「すぎかぜ」まで搬送。担架を海面から
巡視艇へ引き揚げる。6. 全参加者による事後
検討会を実施。今回の成果と今後の課題を共
有した。

左：丸紅株式会社 渡邉総務部長
中央：大髙丸の内消防署長
右：丸紅洋上風力開発株式会社 真鍋社長

写真提供：秋田海上保安部（秋田港洋上風力発電所）

１ 2 3

4 5 6



クリーンアップ活動

当社は地域の美化活動にも積極的に参加しています。今シー
ズンも秋田地域アダプト・プログラムに基づくクリーンアップ
活動を実施しました。熊対策も行いながら、秋田変電所付近の
国道56号沿いのごみ回収に取り組みました。これらの活動を通
じて、地域の環境保全と美化に貢献し、地域社会との良好な関
係構築に努めています。
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当社は「山形遊佐洋上風力合同会社」のパートナーである東
京ガスと共に、山形県遊佐町で開催された「少年議会・防災
キャンプ」に参加しました。本イベントは、昨年（2024年）遊
佐町を襲った豪雨災害を機に、地元の中高生有志からなる「少
年議会」が防災の必要性を学ぶために企画したものです。
当日は、当社から秋田・能代の運転管理の現場で行っている

津波対策や訓練を紹介する「洋上風力と防災」の講義を実施し
たほか、地震への備えを考えるグループワークや防災カルタを
行いました。小学生から高校生まで幅広い年代が参加しました
が、クイズやゲームを通じて楽しみながら防災を学ぶ賑やかな
時間となりました。
地域を守り、盛り上げようとする次世代のリーダーたちと触

れ合い、私たち自身も多くの刺激を受けた一日となりました。

山形県遊佐町「少年議会」防災キャンプへ参加

熊対策と撃退スプレー実射訓練
本年は、秋田港・能代港の事務所近隣においても熊の目撃情報が相

次いでおり、当事務所では危機感を持って警戒にあたっています。
現場スタッフへの周知徹底はもちろん、対策ポスターの掲示により

全員が常に注意を払う環境を作っています。特に、変電所などの設備
は人里離れた場所に位置しているため、通勤時や作業時においてス
タッフは熊撃退スプレーを携行するなど、細心の注意を払いながら
日々の業務に従事しています。
こうした日常的な対策に加え、緊急時の対応力をより確実なものに

するため、「熊対策訓練」を実施しました。当日は、最新の対策マ
ニュアルに基づき講義を行いました。万が一襲われた際の、ヘルメッ
トとリュックで致命傷を防ぐ「防御姿勢」の実演や、スプレーの携行
方法について、改めて確認を行いました。
また、実際に熊撃退スプレーを使用した噴射訓練も実施しました。

参加者は熊との距離感を体感するとともに、実際に噴射される薬剤の
勢いや風の影響を肌で感じることで、有効射程や使用時の注意点を具
体的に理解することができました。マニュアルを読むだけでなく、実
際に身体を動かすことで、緊急時の冷静な対処につながる貴重な経験
となりました。
さらに、新たな獣害対策として、天敵であるオオカミの習性を利用

した忌避剤の試験導入も開始しました。今後も現場の状況に合わせた
アップデートと実践的な訓練を通じ、徹底した熊対策を実施してまい
ります。

〒100-8088
東京都千代田区大手町一丁目４番２号
https://mowd.jp/

秋田港・能代港洋上風力発電所における年末年始の陸上変電所
火災発生を想定した「年末年始変電所火災対応訓練」を実施
しました。会議室内を首都圏・秋田県内・近県・西日本・マリ
ンコントロールルームなどのチームに分け、全国各地に要員が
散在している状況を模擬。電話とTeamsのみを用いて、消防へ
の通報、事業者や本社への第一報、テックチームによる現場写
真を含む状況共有を時系列で検証しました。接続確認や緊急時
連絡体制図へのアクセスはクイズ形式も取り入れて行い、その
結果、緊急時連絡の在り方やチャット運用など、多くの改善点
と今後のアクションが具体化されました。

年末年始 変電所火災対応訓練
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新聞の一部の白黒写真AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。
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